
　社会貢献預金（笑顔プラス）の寄付先団体の活動をご紹介します。
　近畿ろうきんは、社会貢献預金（笑顔プラス）の取組みを通して、被災地支援や
障がい者支援、子育て支援、女性・マイノリティ支援、環境保全、国際協力などの
活動を行う、ＮＰＯ・市民団体を応援しています。

ＮＰＯ法人 日常生活支援ネットワーク（大阪地区）
《障がい者生活支援》

ＮＰＯ法人 山科醍醐こどものひろば（京都地区）
《子ども支援・貧困対策》 理事長  品田 真孝

　社会貢献預金（笑顔プラス）は、「預金者の寄付負担（金利引下げ分の利息相当額）」と「ろうきんの
拠出金」の合計額を地域のＮＰＯ・市民団体に寄付を行う定期預金です。
※商品の詳細は、当金庫ホームページをご覧ください。また店頭に商品説明書をご用意しています。

近畿ろうきんFacebookページでは、社会貢献預金（笑顔プラス）の
寄付先団体の活動状況などを随時公開しています。

理事長  柿久保 浩次
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　「日常生活支援ネットワーク」は「どんな障がいがある人
でも自分らしく暮らし、出かけたい時に行きたい所へ出か
けられる社会」を実現するための取組みを1996年より進
めてきました。私たちはこの30年弱、障がい者の生活や
支援にかかわる人たちとつながりながら活動を行ってい
ます。その流れには阪神淡路大震災からの経過もあり、
東日本大震災をきっかけにして、いざというときに事情を
抱えている人が取り残されないためにと、2011年より
「被災障害者⇔関西ポジティブ生活文化交流祭」を毎年
開催しています。障がい者支援だけに留まらず、いろいろ
な人が集い交流するこのお祭りを、今年はより多岐にわ
たる分野の人たちにも声をかけて展開していきます。

を活動をとおして伝え続けていきたいと思いますので、引き
続き、応援をよろしくお願いいたします。 

　「山科醍醐こどものひろば」は、地域に住む全ての子どもた
ちが豊かに育つ社会環境や文化環境を充実させ、子どもたち
の伸びやかな育ちに寄与できる団体をめざし活動しています。
その活動の一つとして、家庭的に困難さを抱える子どものた
めの生活支援・学習支援・余暇支援を実施しています。
　子どもたちが抱える困難さが多様化し、それが合わさること
で複雑化していくため、学校、行政、福祉施設、弁護士など、
子どもたちそれぞれのケースに合わせて、支援内容を検討し、
必要な支援を実施するための調整をしています。少しでも安
心して過ごすことのできる日常があるということは、子どもたち
にとってとても大切なことです。その日常を確保するために、
多くの方の支援が必要です。子どもたちが困難に直面したと
き、「助けてくれる人がいる、相談できる人がいる」ということ
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